ロンドンと-つ 

二 年の 留学 中た だ 一 度 倫 敦塔を 見物した 事が ある。 

その後 再び 行こうと 思った 日 も あるが やめに した。 人 

から 誘われた 事 も あるが 断った。 一 度で 得た 記憶 を 

二 返 目に 打 壊 わすの は 惜しい、 三た び 目に 拭い 去る の 

はもつ とも 残念 だ。 「塔」 の 見物 は 一度に 限る と 思う。 

行った の は 着 後間 もない うちの 事で ある。 その 頃 は 

ちと 

方角 もよ く 分らん し、 地理な ど は 固より 知らん。 まる 

ご てんば うさぎ まんなか ほう 

で 御殿場の 兎が 急に 日本 橋の 真中へ 抛リ 出された よ 

うな 心持ちであった。 表へ 出れば 人の 波に さらわれる 

うち 

かと 思い、 家に 帰れば 汽車が 自分の 部屋に 衝突し はせ 

ぬかと 疑い、 朝夕 安き 心はなかった。 この 響き、 この 



壁土 を 溶し 込んだ ように 見 ゆる テ ー ムスの 流れ は 波 も 

立 てず 音 もせず 無理矢理に 動い ている かと 思わる る。 

ほかけぶね せき 

帆懸 舟が 一 隻 塔の 下 を 行く。 風な き 河に 帆 を あやつる 

の だから 不規則な 三角形の 白き 翼が いつまでも 同じ 所 

とま てんま そうの ぼ 

に 停って いるよう である。 伝馬の 大きい のが ニ艘 上つ 

せんどう とも ろ こ 

て 来る。 ただ 一人の 船頭が 艫に 立って 艢を 漕ぐ、 これ 

も ほとんど 動かない。 塔 橋の 欄干の あたりに は 白き 影 

おおかた かもめ 

がちら ちらす る、 大方 鷗 であろう。 見渡した ところ 

ものう 

すべての 物が 静かで ある。 物憂げ に 見える、 眠って い 

る、 皆 過去の 感じで ある。 そうして その 中に 冷然と 二 

十 世紀 を 軽蔑す るよう に 立って いるの が倫敦 塔で ある _ 



いちだい じしゃく げんせ ふゆう 

に 三 万 坪に 余る 過去の 一 大 磁石 は 現世に 浮游す る この 

しょうて つくず は..； 

小 鉄屑 を 吸収し おわった。 門 を 入って 振り返つ たと 

さ、 

うれい くぐ 

憂 の 国に 行かん とする もの はこの 門 を 潜れ。 

永劫の 呵責に 遭わん とする もの はこの 門 をく ぐれ _ 

迷惑の 人と 伍 せんとす る もの はこの 門 をく ぐれ。 

しゅ しんい さいじょうち 

正義 は 高き 主 を 動かし、 神威 は、 最上 智は、 

さいしょ あい 

最初 愛 は、 われ を 作る。 

もの 

我が 前 に 物な した だ 無窮 あ リ我は 無窮に 忍ぶ も の 

なり。 

のぞみ 

この 門 を 過ぎん とする もの はい つ さいの 望 を捨 



てよ。 

きざ 

と い う 句が ど y /そで 刻んで はな いかと 思った。 余 は マ J 

じょうたい うしな 

の 時す でに 常態 を 失って いる。 

から ほリ 

空 濠に かけて ある 石橋 を 渡って 行く と 向う に 一 つの 

ま るが た せ き ぞ 一つ 

塔が ある。 これ は 丸形の 石造で 石油 タンクの 状 をな し 

きつり つ 

て あたかも 巨人の 門柱の ごとく 左右に 屹 立して いる。 

つら くぐ むこう 

その 中間 を 連ねて いる 建物の 下 を 潜って 向 へ 抜ける。 

しゅとう そば だ 

中 塔と はこの 事で ある。 少し 行く と 左手に 鐘 塔が 峙 

まがね たて くろがね かぶと おお かげろう 

つ。 真 鉄の 盾、 黒鉄の 甲が 野 を蔽ぅ 秋の 陽炎の ごと 

く 見えて 敵 遠くより 寄す ると 知れば 塔 上の 鐘 を 鳴らす。 

へき じょう しょうへ い すき のが 

星 黒き 夜、 壁 上 を 歩む 哨兵 の 隙 を 見て、 逃れ出ず る 



えじき あす あさって 

餌食と なる。 明日 食われる か 明後日 食われる か あるい 

のち 

はまた 十 年の 後に 食われる か 鬼より ほかに 知る もの は 

ない。 この 門に 横 付に つく 舟の 中に 坐して いる 罪人の 

途中の 心 は どんなであった ろう。 櫂が しわる 時、 I 卞 

が 舟 縁に 滴た る 時、 漕ぐ 人の 手の 動く 時 ごとに 吾が 命 

を 刻まる るよう に 思った であろう。 白き 髯を 胸まで 垂 

ゆる ほうえ まと 

れ て 寛 やか に 黒 の 法衣 を 纏え る 人が よろめき なが ら舟 

ずきん 

から 上る。 これ は 大僧正 クラン マ— である。 青き 頭巾 

まぶ か かぶ くさ かたびら 

を 眉 深に 被り 空色の 絹の 下に 鎖り 帷子 をつ けた 立派な 

男 は ワイアットであろう。 これ は 会釈 もな く 舷 から 

飛び 上る。 はなやかな 鳥の 毛 を帽に 挿して 黄金 作りの 



太刀の 柄に 左の 手 を 懸け、 銀の 留め金に て 飾れる 靴の 

爪先 を、 軽げ に 石段の 上に 移す の は 口— リ ー か。 余 は 

暗き ァ ー チの 下を醌 いて、 向う側に は 石段 を 洗う 波の 

光の 見え はせ ぬかと 首 を 延ばした。 水 はない。 逆賊 門 

とテ— ムス 河と は 堤防 工事の 竣功 以来 全く 縁が なく 

なった。 1 多の 罪人 を 呑み、 幾多の 護送船 を 吐き出し 

た 逆賊 門 は 昔し の 名残りに その 裾 を 洗う 笹 波の音 を 聞 

く 便り を 失った。 ただ 向う側に 存 する 血 塔の 壁 上に 

大 なる 鉄 環が 下がって いるの みだ。 昔し は 舟の 纜 

を この 環に 繫 いだと いう。 

左り へ 折れて 血 塔の 門に 入る。 今 は 昔し 薔薇の 乱に 



女神の 像と、 像の 周囲に 一面に 染め抜いた 唐草で ある。 

E 壁の 横に は、 大きな 寝台が 横 わる。 厚 樫の 心 も 透 

れと 深く 刻みつ けたる 葡萄と、 葡萄の 蔓と 葡萄の 葉が 

手足の 触る る 場所 だけ 光り を 射返す。 この 寝台の 端に 

二人の 小児が 見えて 来た。 一人 は 十三 四、 一人 は 十 歳 

くらいと 思われる。 幼な き 方 は 床に 腰 を かけて、 寝台 

の 柱に 半ば 身 を 倚た せ、 力なき 両足 を ぶら りと 下げて 

ひじ としかさ 

いる。 右の 肱 を、 傾けた る 顔と 共に 前に 出して 年嵩な 

きん 

る 人の 肩に 懸ける。 年上なる は 幼な き 人の 膝の 上に 金 

ひろ 。へ— ジ 

にて 飾れる 大きな 書物 を 開げ て、 その あけて ある 頁 

の 上に 右の 手 を 置く。 象牙 を 揉んで 柔 かにした る ご 



いつぶり はふい と 沈む。 やや ありていう 「牢 守り は牢 

おきて み こ 

の锭を 破りが たし。 御子ら は 変る 事な く、 すこやか 

お ま 

に 月日 を 過 させた もう。 心安く 覚 して 帰りた まえ」 と 

金の 鎖り を 押 戻す。 女 は 身動き もせぬ。 鎖ば かり は 敷 

そうぜん 

石の 上に 落ちて 鏘 然と 鳴る。 

「いかにしても 逢う 事 は 叶わず や」 と 女が 尋ねる。 

ろラ. tp り 

「御 気の毒 なれ ど」 と牢 守が 云い 放つ。 

「黒き 塔の 影、 堅き 塔の 壁、 寒き 塔の 人」 と 云いな が 

ら女 はさ めざめと 泣く。 

舞台が また 変る。 

たけ くろしょうぞく 

丈の 高い 黒装束 の 影が 一 つ 中庭の 隅に あらわれる。 



る。 その 中で も 実に 立派 だと 思った の はたし か ヘン 

リ ー 六 世の 着用した ものと 覚えて いる。 全体が 鋼鉄 製 

で 所々 に 象嵌が ある。 もっとも 驚く の は その 偉大な 事 

た サ 

である。 かかる 甲胄 を 着けた もの は 少なくとも 身の 丈 

七 尺く らいの 大男でなくて はならぬ。 余が 感服して こ 

の 甲冑 を 眺めて いると コト リコ トリと 足音が して 余の 

傍へ 歩いて 来る ものが ある。 振り向いて 見る とビ— 

フ • ノ -1 タ— である。 ビ ー フ • ノ -— タ— と 云う と 始終 

ぎゆう 

牛 でも 食つ ている 人の ように 思われる がそん な もの 

ではない。 彼 は倫敦 塔の 番人で ある。 絹帽を 潰した 

かぶ まと 

ような 帽子 を 被って 美術学校の 生徒の ような 服 を 纏う 



そで くく 

ている。 太い 袖の 先 を 括って 腰のと ころ を 帯で しめて 

えぞ じん はんてん 

いる。 服に も 模様が ある。 模様 は 蝦夷 人の 着る 半纏に 

つ いている ような すこぶる 単純の 直線 を 並べ て 角 形に 

組み合わし たものに 過ぎぬ。 彼 は 時として 槍 を さえ 

た寸さ え さ き 

携える 事が ある。 穂の 短 かい 柄の 先に 毛の 下がった 

さんごくし 

三国志に でも 出そう な 槍 を もつ。 その ビ ー フ -ィ— 

うし せ 

タ ー の 一 人が 余の 後ろに 止まった。 彼 は あまり 背の 高 

ふと じし しろ ひげ 

くない、 肥り 肉の 白髯の 多い ビ ー フ • \ -— タ— であつ 

た。 「あなた は 日本人で はありません か」 と 微笑し な 

がら 尋ねる。 余 は 現今の 英国人と 話 をして いる 気がし 

ない。 彼が 三 四百 年の 昔から ちょっと 顔 を 出した かま 



いにし のぞ 

たは 余が 急に 三 四百 年の 古 ぇを視 いたよう な 感じが 

もく 力 ろ 

する。 余 は 黙して 軽く うなずく。 こちらへ 来た まえと 

云う から 尾いて 行く。 彼 は 指 を もって 日本製の 古き 

具足 を 指して、 見た かと 云わぬ ばかりの 眼つ きをす る _ 

余 はまた だまって うなずく。 これ は 蒙古より チヤ ー レ 

ス 二世に 献上 にな つた もの だと ビ ー フ • ノ -— タ ー が 

説明 をして くれる。 余 は 三た びうなず く。 

白 塔 を 出て ボ— シャン 塔に 行く。 途中に 分捕の 大砲 

てっさく かこ 

が 並べて ある。 その 前の 所が 少しば かり 鉄柵に 囲い 込 

さ しおきば 

んで、 鎖の 一部に 札が 下がって いる。 見る と 仕置場の 

跡と ある。 二 年 も 三年 も 長いの は 十 年 も 日の 通わぬ 地 



すま 

いるかと 思わる るく らい 澄して いる。 余 はこの 女と こ 

の 鴉の 間に 何 か 不思議の k 縁で もぁリ はせ ぬかと 疑つ 

た。 彼 は 鴉の 気分 を わが 事の ごとくに 云い、 三 羽し か 

見えぬ 鴉 を 五 羽い ると 断言す る。 あやしき 女 を 見捨て 

て 余 は 独り ボ ー シャン 塔 にんる。 

倫敦 塔の 歴史 はボ— シャン 塔の 歴史であって、 ボ— 

ひさん 

シャン 塔の 歴史 は悲 酸の 歴史で ある。 十四 世紀の 後半 

に エド ヮ— ド 三世の 建立 にか かる この 三 層 塔の 一 階 

室 にんる もの は その 入る の 瞬間に おいて、 百 代の 遺恨 

きねん 

を 結晶した る 無数の 紀念を 周囲の 壁 上に 認 むる であろ 

うらみ いきどおり うれい かなし 

う。 すべての 怨、 すべての 憤 、 すべての 憂と 悲 



みと はこの 怨、 この 憤、 この 憂と 悲の 極端より 生ずる 

I 心藉 と共に 九十 一 種の 題辞と な つ て 今にな お観る 者の 

心 を 寒から しめてい る。 冷やかなる 鉄筆に 無情の 壁 を 

じょうごう きざ 

彫って わが 不運と 定業 と を 天地の 間に 刻みつ けたる 

もんじ 

人 は、 過去と いう 底な し 穴に 葬られて、 空しき 文字の 

み いつまでも 娑婆の 光り を 見る。 彼ら は 強いて 自ら 

ぐろう はんご 

を 愚弄す るに あらず やと 怪しまれる。 世に 反語と いう 

しょ ラ とな 

が ある。 白と いうて 黒 を 意味し、 小と 唱えて 大を思 

みず か 

わしむ。 すべての 反語のう ち 自ら 知らず して 後世に 

まナ つ 

残す 反語 ほど 猛烈なる はまた と あるまい。 墓碣と 云い、 

しょうは、， じゅしょう 

紀念 碑と いい、 賞牌と 云い、 綬 賞と 云い これらが 存 



紛れ かがりが りと 壁を搔 いて 擲り 書きに 彫りつ けて あ 

きさ 

る。 また ある もの は 自家の 紋章 を 刻み 込んで その 中に 

古雅な 文字 をと どめ、 あるいは 盾の 形 を 描いて その内 

部に 読み 難き 句 を 残して いる。 書体の 異なる ように 言 

語 もまた 決して 一 様で ない。 英語 は もちろんの 事、 

以太利 語 もき 甸語も ある。 左り 側に 「我が 望 は 基督に 

ぼう さま 

あり」 と 刻され たの は パス リュ という 坊 様の 句 だ。 こ 

き 

の パス リュは 千 五 百 三十 七 年に 首 を 斬られた。 その 

傍 に JOHAN DECJCER と 云う 署名が ある。 デッ 

のぼ 

力— と は 何者 だか 分らない。 階段 を 上って 行く と 戸の 

かしらもじ 

入口に T. C. というの が ある。 これ も 頭文字 だけで 誰 



やら 見当が つかぬ。 それから 少し 離れて 大変 綿密な の 

が ある。 まず 右の 端に 十字架 を 描いて 心臓 を 飾りつ け、 

その 脇に 骸骨と 紋章 を 彫り 込んで ある。 少し 行く と 盾 

しち 

の 中に 下の ような 句 を かき 入れた のが 目につく。 「運 

くだ 

命 は 空しく 我 をして 心なき 風に 訴えし む。 時も摧 けよ。 

わが 星は悲 かれ、 われに つれな かれ」。 次に は 「すべて 

と-つと しゅじよ-つ 

の 人 を 尊べ。 衆生 をい つくしめ。 神 を 恐れよ。 王 を 

うやま 

敬 え」 と ある。 

うち 

こんな もの を 書く 人の 心の中 は どのよう であ つたろ 

うと 想像して 見る。 およそ 世の中に 何が 苦しい と 云つ 

て 所在の ない ほどの 苦しみ はない。 意識の 内容に 変化 



のない ほどの 苦しみ はない。 使える 身体 は 目に 見えぬ 

繩で 縛られて 動きの とれぬ ほどの 苦しみ はない。 生き 

ると いう は 活動して いると いう 事で あるに、 生きな が 

ら この 活動 を 抑えら るるの は 生と いう 意味 を 奪われた 

ると 同じ 事で、 その 奪われた を 自覚す る だけが 死より 

とまつ 

も 一層の 苦痛で ある。 この 壁の 周囲 を かくまでに 塗抹 

した 人々 は 皆 この 死よりも 辛い 苦痛 を甞 めた ので ある。 

-こ 

忍ばる る限リ 堪えら るる 限リは y 」 の 苦痛と 戦 つた 末、 

た くぎ おれ 

いても 起っても たまらなく なった 時、 始めて 釘の 折 や 

うち 

鋭 どき 爪 を 利用して 無事の 内に 仕事 を 求め、 太平の 裏 

に 不平 を 洩らし、 平地の 上に 波瀾 を 画いた もので あろ 



ぬべき 運命 を 眼前に 控えて おった。 いかにせば 生き 延 

さ ± I つ；；：' 

びら るるだろう かと は 時々 刻々 彼らの 胸裏に 起る 疑問 

であった。 ひとたび この 室に 入る もの は 必ず 死ぬ。 生 

ひとり 

きて 天日 を 再び 見た もの は 千 人に 一人し かない。 彼ら 

は 遅かれ早かれ 死なねば ならぬ。 され ど 古今に 亘る大 

おし あ 

真理 は 彼らに 誨 えて 生きよ と 云う、 飽くまで も 生きよ 

と 云う。 彼ら はやむ をえず 彼らの 爪 を 磨いだ。 尖 がれ 

る 爪の 先 を もって 堅き 壁の 上に 一と 書いた。 一 を かけ 

のち いにし ささや 

る 後 も 真理 は 古え の ごとく 生きよ と 囁く、 飽くまで 

ま い 

も 生きよ と 囁く。 彼ら は剝 がれた る 爪の 癒 ゆる を 待つ 

て 再び 二と かいた。 斧の 刃に 肉 飛び 骨摧 ける 明日 を予 



もい ないか」 と髯 がまた 問 を かける。 「それから 例の 

が やられる」 「気の毒な、 もう やる か、 可愛 相に のう」 

といえば、 「気の毒 じ やが 仕方がな いわ」 と 真黒な 天井 

うそぶ 

を 見て 嘯 く。 

たちまち 窖も 首斬り も カンテラ も 一 度に 消えて 余 は 

まんなか ぼうぜん たたず 

ボ— シャン 塔の 真中に 茫然と 佇んで いる。 ふと 気が 

そば さっき か らす パ ン 

ついて 見る と 傍に 先刻 鴉 に 麵麵を やりたい と 云った 

男の子が 立って いる。 例の 怪しい 女 ももとの ごとくつ 

いている。 男の子が 壁 を 見て 「あそこに 犬が かいて あ 

る」 と 驚いた ように 云う。 女 は 例の ごとく 過去の 権化 

きつ くちょう 

と 云うべき ほどの 屹 とした 口調で 「犬ではありません _ 



よと お わく 

となる ほど 四 通りの 花 だか 葉 だかが 油絵の 枠の ように 

ま 

熊と 獅子 を 取り巻いて 彫って ある。 「ここに あるの は 

Acorns で これ は Amt-rose の 事です。 こちらに ある 

のが »ose で ズ obert を 代表す るので す。 下の 方に 

にん どう か 

忍 冬が 描 い て ありまし よ う。 忍 冬 は Honeysuckle だ 

力た ま 

から Henry に 当る のです。 左り の 上に 塊って いるの 

が Geranium で これ は G …… 」 と 云った ぎり 黙って い 

さんご くちびる か 

る。 見る と 珊瑚の ような 唇 が 電気で も 懸けた かと 思 

ふる まむし ねずみ 

われる までに ぶるぶると 顫えて いる。 蝮が 鼠に 向つ 

たと きの 舌の 先の ごとく だ。 しばらく すると 女 はこの 

ほが じゅ 

紋章の 下に 書きつ けて ある 題辞 を 朗らかに 誦した。 



Yow that the Deasts do Wei t>eliold and se. 

May deme with ease wherefore liere made they 

Wltlie borders wherein 



^ t>rotliers* names who list to serche tlie 

ぬ rovnd. 

きょう 

女 はこの 句 を 生れてから 今日 まで 毎日 日課と して 

あんしょう じゅお わ 

暗誦 したよう に 一 種の 口調 を もつ て 誦し 了った。 実 

を 云う と 壁に ある 字 ははな はだ 見悪い。 余の ごとき も 

の は 首 を 捻っても 一字 も 読めそう にない。 余 はます ま 



す この 女 を 怪しく 思う。 

気味が 悪くな つたから 通り過ぎて 先へ 抜ける。 

じゅうがん めちゃくちゃ つづ 

銃眼 の ある 角 を 出る と 滅茶苦茶に 書き 綴られた、 模 

様 だか 文字 だか 分らない 中に、 正しき 画で、 小く 

r ジェ— ン」 と 書いて ある。 余 は 覚えず その 前に 立留 

まった。 英国の 歴史 を 読んだ もので ジェ— ン • グレ— 

の 名 を 知らぬ 者 は あるまい。 また その 薄命と 無残の 最 

そそ ぎふ 

後に 同情の 涙を濺 がぬ 者 は あるまい。 ジェ— ンは 義父 

と 所 天の 野心の ために 十八 年の 春 秋 を 罪な くして 

おしげ ふに じ ばらしべ 

惜気 もな く 刑場に 売った。 蹂み 躪られ たる 薔薇の 蕊ょ 

か ひもと 

り 消え 難き 香の 遠く 立ちて、 今に 至る まで 史を繙 く 



けしき 

次に その 景色が だんだん 大きくな つて 遠方から 近づ い 

て 来る。 気がついて 見る と 真中に 若い 女が 坐って いる、 

はじ 

右の 端に は 男が 立って いるよう だ。 両方共 どこかで 見 

たよう だな と 考える うち、 瞬た くまに ズッと 近づ いて 

とま うち 

余から 五六 間 先で はたと 停る。 男 は 前に 穴 倉の 裏で 歌 

くぼ すす，, ろ せ 

をうた つていた、 眼の 凹んだ 煤 色 をした、 背の 低い 奴 

だ。 磨ぎす ました 斧 を 左手に 突いて 腰に 八寸 ほどの 短 

刀 を ぶら下げて 身構えて 立って いる。 余 は 覚えず 

ハ ンケチ 

ギヨ ッ とする。 女 は 白き 手 巾で 目隠し をして 両の手で 

の ふぜい 

首 を 載せる 台 を 探す ような 風情に 見える。 首 を 載せる 

まきわり だい かん 

台 は 日本の 薪割 台ぐ らいの 大きさで 前に 鉄の 環が 着い 



ぜんぶ わら 

ている。 台の 前部に 藁が 散らして あるの は 流れる 血 を 

ようじん 

防ぐ 要 慎と 見えた。 背後の 壁に もたれて 二三 人の 女が 

泣き崩れ ている、 侍女で でもあろう か。 白い 毛 裏 を 折 

ほうえ 

り 返した 法衣 を 裾 長く 引く 坊さんが、 うつ 向いて 女の 

手 を 台の 方角へ 導いて やる。 女 は 雪の ごとく 白い 服 を 

- J ん じき ゆ 

着けて、 肩に あまる 金色の 髪 を 時々 雲の ように 揺らす。 

まゆ 

ふと その 顔 を 見る と 驚いた。 眼 こそ 見えね、 眉の 形、 

おもて くび あた いたる さっき 

細き 面、 なよ やかなる 頸の 辺りに 至まで、 先刻 見た 

女 そのまま である。 思わず 馳け 寄ろう としたが 足が 縮 

んで 一 歩 も 前へ 出る 事が 出来ぬ。 女 はよう やく 首斬り 

さぐ 

台 を 探り当てて 両の手 を かける。 唇が むずむずと 動く。 



さいぜん すんぶん たが 

最前 男の子に ダッド レ— の 紋章 を 説明した 時と 寸分 違 

わぬ。 やがて 首 を 少し 傾けて 「わが 夫 ギルド フォ— 

ド. ダッド レ— はすで に 神の 国に 行って か」 と 聞く。 

ゆ ひとに ギ」 かろ 

肩 を 揺り 越した 一握りの 髪が 軽く うねり を 打つ。 坊さ 

まこ 

んは 「知り 申さぬ」 と 答えて 「まだ 真との 道に 入りた 

き つ 

もう 心 はなき か」 と 問う。 女屹 として 「まことと は 吾 

と 吾夫の 信ずる 道 を こそ 言え。 御身 達の 道 は 迷いの 

道、 誤りの 道よ」 と 返す。 坊さん は 何にも 言わずに い 

る。 女 はや や 落ちついた 調子で 「吾夫が 先なら 追いつ 

あと さそ 

こう、 後なら ば 誘うて 行こう。 正しき 神の 国に、 正し 

き 道 を 踏んで 行こう」 と 云い 終って 落つ るが ごとく 首 



くぽ すす y ろ 

を 台の 上に 投げ かける。 眼の 凹んだ、 煤 色の、 背の 低 

い 首斬り 役が 重た 気に 斧 を エイと 取り直す。 余の 洋袴 

ほとば 

の 膝に 二三 点の 血が 迸 しると 思ったら、 すべての 光 

こつぜん う 

景が 忽然と 消え失せた。 

あた リを 見廻 わすと 男の子 を 連れた 女 は どこへ 行つ 

たか 影 さえ 見えない。 狐に 化かされ たような 顔 をして 

ぼうぜん しゅとう 

茫然と 塔 を 出る。 帰り道に また 鐘 塔の 下 を 通ったら 高 

いなずま 

い 窓から ガイ フォ ー クスが 稲妻の ような 顔 をち よ つ と 

出した。 「今一 時間 早かったら …… 。 この 三本の マツ 

チが 役に立たなかった の は 実に 残念である」 と 云う 声 

さえ 聞え た。 自分ながら 少々 気が 変 だと 思って そこ そ 



皆ん な あすこへ 行く 時に や 案内 記 を 読んで 出掛け るん 

でさ あ、 そのく らいの 事 を 知って たって 何も 驚く にや 

ベ っぴん 

あたらないでしょう、 何す こぶる 別嬪 だって？ 倫 

敦 にや だいぶ 別嬪が いますよ、 少し 気をつけな いと 

けんのん あが 

険 呑です ぜ」 ととんだ 所へ 火の手が 楊る。 これで 余の 

空想の 後半が また 打ち壊 わされた。 主人 は 二十世紀の 

倫敦 人で ある。 

それから は 人と 倫敦 塔の 話し をし ない 事に きめた。 

また 再び 見物に 行かな い 事に きめた。 

この 篇は 事実ら しく 書き流して あるが、 実のと こ 

力 はん も A じ 

ろ 過半 想像 的の 文字で あるから、 見る 人 は その 心で 



読まれん 事 を 希望す る、 塔の 歴史に 関して 時々 戯曲 

えら つづ うま 

的に 面白そう な 事柄 を 撰んで 綴り 込んで 見た が、 甘 

こんせき 

く 行かん ので 所々 不自然の 痕迹が 見える の はやむ を 

えない。 そのうち エリザベス (エド ヮ ー ド四 世の 妃) 

が 幽閉 中の 二王 子に 逢いに 来る 場と、 二王 子 を 殺し 

せっかく じゅっかい さおう 

た 刺客の 述懐 の 場は沙 翁の 歴史劇 リ チヤ— ド 三世 

のうちに も ある。 沙翁は クラレンス 公爵の 塔 中で 殺 

せいひつ こうさ つ 

さるる 場 を 写す に は 正 筆 を 用い、 王子 を 絞殺す る模 

そく ひ つ か 

様 を あらわす に は 仄筆を 使って、 刺客の 語 を 藉リ裏 

びょうし ゆ つ 

面から その 様子 を 描出して いる。 かって この 劇 を 

読んだ とき、 そこ を 大 に 面白く 感じた 事が あるから、 



ころで は あるが 非常に 面白い と 感じた。 のみならず 

磨ぎながら 乱暴な 歌 を 平気で うた つ ている と 云う 事 

が、 同じく 十五 六 分の 所作で は あるが、 全篇 を 活動 

せし むる に 足る ほどの 戯曲 的 出来事 だと 深く 興味 を 

覚えた ので、 今 その 趣向 そのまま を 蹈襲した ので 

ある。 但し 歌の 意味 も 文句 も、 二 吏の 対話 も、 暗窖 

の 光景 も いっさい 趣向 以外の 事 は 余の 空想から 成つ 

たもので ある。 ついで だから ェ— ンズ ゥォ— スが獄 

門 役に 歌わせた 歌 を 紹介して 置く。 

T-Ile axe was stiarp, and Iieavy as lead. 

As it touclied tiie neck, off went the head! 



WJiir I whir I whir I 

whir! 

CJHeen Anne l^id Jier white throat upion the 

Quietly waiting the fatal sliock:; 

die axe it severed it riglit in twain. 

And so ^c^o^ —— so true —— that slie felt no 

WJiir I whir I whir I 

whir! 

salist>ury-s countess, slie would not die 



As a f^roud dame should —— decorously. 

Lifting my axe, I split her skull. 

And the ed^e since tlien lias t>een notclied 

Sid dull. 

WJiir I whir I whir I 

whir! 

©ueen Catherine Howard ^ave me a fee, I 

A cliain of gold I to die easily: 

And Jier costly present slie did not rue, 

or I touclied tier Jiead, and away it Hew! 

WJiir —— whir —— whir —— 



wmr! 

この 全 章 を 訳そうと 思 つ たがとう てい 思うよう 

に 行かない し、 かつ 余り 長過ぎる 恐れが あるか 

ら やめに した。 

二王 子 幽閉の 場と、 ジェ ー ン所 刑の 場に ついて 

は 有名なる ドラ ロッシ の 絵画が すくなからず 余 

いちげん 

の 想像 を 助けてい る 事 を 一 言して いささか 感謝 

の 意 を 表する。 

舟より 上る 囚人のう ち ワイアットと ある は 有名 

なる 詩人の 子に てジェ ー ンの ため 兵 を 挙げたる 

どうみ よ う まギ. j や す 

人、 父子 同名なる 故 紛れ 易い から 記して 置く。 



塔 中 四辺の 風致 景物 を 今少し 精細に 写す 方が 読 

者に 塔 その物 を 紹介して その 地 を 踏まし むる 思 

い を 自然に 引き起さ せる 上に おいて 必要な 条件 

と は 気がついて いるが、 何分 かかる 文 を 草す る 

目的で 遊覧した 訳で はない し、 かつ 年月が 経過 

している から 判然たる 景色が どうしても 眼の 前 

にあら われに くい。 したがって ややと もす ると 

主観的の 句が 重複して、 ある 時 は 読者に 不愉 

快な 感じ を 与え はせ ぬかと 思う ところ も あるが 

右の 次第 だから 仕方がない。 (三十 七 年 十二月 

二十日) 
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